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内
田
銀
蔵
荻
原
厳
雄
島
田
二
郎
星
野
天
知
横
山
有
策
浮
田
和
民
小
川
為
次
郎
河
本
立
軒
高
村
光
雲
山
本
信
実
石
島
筑
波
目
大
江
丸
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例
次
闘
罰
麟
蔵
書
栗
本
鋤
雲
印
譜
私
稿
尚
（
三
）
寅
松
平
康
国
一
、
本
稿
は
本
館
所
蔵
資
料
に
見
ら
れ
る
蔵
書
印
を
紹
介
す
る
も
の
で
あ
る
。
一
、
従
来
の
蔵
書
印
譜
等
に
紹
介
さ
れ
る
機
会
の
少
な
か
っ
た
も
の
、
或
い
は
、
本
学
及
び
本
館
に
関
係
の
深
い
も
の
か
ら
掲
げ
る
こ
と
を
心
が
け
、
や
が
て
他
へ
も
及
ぶ
つ
も
り
で
あ
る
が
、
印
影
の
紹
介
を
眼
目
と
し
、
年
代
・
分
野
等
に
捉
わ
れ
ず
掲
出
す
る
こ
と
と
し
た
。
一
、
排
列
は
人
名
（
印
の
使
用
者
名
）
の
五
十
音
順
と
す
る
。
一
、
印
影
は
原
則
と
し
て
原
寸
大
と
す
る
。
印
色
は
個
々
の
原
色
を
再
現
す
る
は
困
難
な
た
め
、
朱
・
墨
等
、
近
似
の
色
を
以
っ
て
示
し
た
。
一
、
必
要
と
思
わ
れ
る
も
の
に
は
印
文
の
読
み
を
記
し
た
。
一
、
印
の
使
用
者
の
経
歴
等
、
簡
略
な
解
題
を
付
し
た
。
参
考
文
献
は
一
々
あ
げ
な
い
が
、
既
刊
の
事
典
•
印
譜
・
評
伝
等
を
参
照
し
た
。
一
、
解
題
末
尾
に
、
印
を
採
集
し
た
資
料
名
を
蔀
え
た
。
大
江
令
子
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元
録
六
年
刊
元
禄
六
年
刊
••• 
文
政
十
七
年
文
政
七
年
同
十
九
年
同
九
年
•• 摘
子
嫡
子
追
記
1
本
稿
第
二
回
（
本
誌
二
九
号
）
所
収
の
「
石
原
文
庫
」
印
に
つ
い
て
|
|
＇
「
石
原
文
庫
」
の
印
は
、
三
村
竹
清
•
横
尾
勇
之
助
に
よ
っ
て
、
雑
誌
『
集
古
』
戊
申
一
号
、
お
よ
び
『
蔵
書
印
譜
初
集
』
（
大
正
三
）
に
、
石
原
正
明
の
印
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
拙
稲
で
は
そ
れ
に
従
っ
て
石
原
の
印
と
し
て
お
い
た
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
、
そ
の
後
次
の
事
を
知
り
得
た
。
『
集
古
』
甲
寅
一
号
に
、
高
野
辰
之
よ
り
石
原
文
庫
は
旗
本
那
須
与
一
の
印
で
あ
る
と
注
意
が
あ
っ
た
旨
、
竹
箔
が
記
し
て
い
る
。
『
梨
古
』
壬
戌
五
号
に
、
『
蔵
印
印
諮
初
集
』
第
二
版
（
大
正
―
-
）
で
は
こ
の
印
を
他
の
印
と
さ
し
更
え
た
旨
、
竹
清
が
記
し
て
い
る
。
天
理
図
書
館
蔵
の
竹
清
手
沢
『
蔵
書
印
譜
』
に
自
筆
書
入
が
あ
り
、
「
文
政
十
二
年
国
字
分
名
集
所
載
本
所
石
原
住
那
須
与
一
蔵
書
印
非
石
原
正
第
三
版
に
当
た
る
昭
和
七
年
刊
の
『
蔵
書
印
諮
』
に
も
こ
の
印
を
戟
せ
て
い
な
い
。
つ
ま
り
、
竹
消
ら
は
は
じ
め
石
原
の
印
と
し
た
が
、
高
野
辰
之
の
指
摘
に
あ
い
、
以
後
印
贈
へ
の
掲
載
を
控
え
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
o
で
は
、
何
故
旗
本
那
須
与
一
（
資
明
）
の
印
と
し
て
紹
介
し
な
か
っ
た
か
、
と
い
う
疑
問
が
残
る
が
、
い
ず
れ
に
し
ろ
、
「
竹
清
等
の
説
に
従
い
、
石
原
の
も
の
と
」
し
た
の
は
筆
者
の
不
明
に
よ
る
も
の
で
、
竹
清
ら
は
最
終
的
に
石
原
の
も
の
と
し
て
い
な
い
こ
と
を
、
こ
こ
に
追
記
し
て
お
き
た
い
。
な
お
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
実
践
女
子
大
学
教
授
渡
辺
守
邦
氏
よ
り
ご
教
示
い
た
だ
き
ま
し
た
。
記
し
て
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
〈
訂
正
〉
前
回
掲
載
の
解
題
中
左
記
の
誤
植
が
あ
り
ま
し
た
。
訂
正
し
て
お
わ
び
致
し
ま
す
。
五
一
頁
最
終
行
④
 明
」
と
し
て
い
る
。
③
 
② ① 
（
お
お
え
よ
し
こ
図
書
館
特
別
資
料
室
）
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言
「
変
荷
園
」
儒
者
。
宝
永
五
年
生
れ
。
名
は
正
椅
。
字
は
仲
緑
。
通
称
左
仲
、
与
右
衛
門
。
筑
波
、
頴
川
と
号
し
た
。
荻
生
祖
裸
に
学
ぶ
。
浜
松
侯
に
仕
え
た
が
、
の
ち
筑
波
山
下
に
隠
棲
、
ま
た
江
戸
へ
出
て
服
部
南
郭
に
交
わ
り
、
詩
オ
を
も
っ
て
き
こ
え
た
。
諸
侯
の
徴
聘
に
も
耳
を
代
さ
ず
、
党
保
二
年
駒
込
に
卜
居
、
家
を
変
荷
園
と
号
し
、
詩
文
を
教
授
し
た
。
酒
を
愛
し
、
貧
を
厭
わ
ぬ
奇
行
の
人
で
あ
っ
た
と
い
う
。
宝
暦
八
年
没
。
『
変
荷
園
諸
稲
』
石
島
筑
波
自
筆
石
島
筑
波
(-奏
ー
一蓉ハ）
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庫凰露
間二『
冒『l戸
「
浮
田
氏
翌
竺
政
治
学
者
。
安
政
六
年
熊
本
藩
士
栗
田
十
太
の
三
男
に
生
れ
る
。
幼
名
亀
雄
。
栗
田
家
は
宇
喜
多
秀
家
末
裔
に
あ
た
り
、
明
治
一―一年
浮
田
姓
に
復
す
。
熊
本
洋
学
校
に
学
び
、
九
年
受
洗
。
十
二
年
同
志
社
英
学
校
を
卒
業
、
伝
道
に
従
事
。
十
九
年
同
志
社
政
法
学
校
諧
師
と
な
り
西
洋
史
・
政
治
学
を
担
当
。
二
十
五
年
ニ
ー
ル
大
学
に
留
学
、
帰
国
後
同
志
社
大
学
教
授
と
な
る
。
―
―
十
年
東
京
専
門
学
校
購
師
と
な
り
、
以
後
昭
和
十
六
年
ま
で
早
稲
田
で
教
鞭
を
と
っ
た
。
こ
の
間
明
治
三
十
三
年
三
月
か
ら
三
十
五
年
八
月
ま
で
東
京
専
門
学
校
初
代
図
書
館
長
の
任
に
あ
り
、
蔵
書
の
拡
充
•
目
録
の
賂
備
等
力
を
尽
く
し
た
。
四
十
二
年
雑
誌
『
太
陽
』
の
主
幹
と
な
り
時
事
評
論
を
担
当
、
高
い
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
見
地
か
ら
文
明
批
評
を
展
開
、
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
運
動
初
期
の
代
表
的
思
想
家
と
し
て
言
論
界
に
多
大
な
影
孵
を
与
え
た
。
『
倫
理
的
帝
国
主
義
』
他
著
書
論
文
多
数
。
昭
和
二
十
一
年
没
。
『
大
学
章
句
』
弘
化
三
年
刊
浮
田
和
民
(
K発
ー
一
九
巽
）
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南
届
戻
咽
渥
韻
胆
間
蒻
「
天
正
堂
内
田
氏
蔵
書
印
」
詞
]
歴
史
学
者
。
明
治
五
年
東
京
南
千
住
に
生
れ
る
。
明
治
二
十
一
―
―
年
東
京
専
門
学
校
邦
語
政
治
科
を
卒
業
。
第
一
高
等
学
校
を
へ
て
東
京
帝
国
大
学
文
科
大
学
に
学
ぶ
。
二
十
九
年
東
京
専
門
学
校
講
師
と
な
り
、
以
後
早
稲
田
大
学
と
改
称
後
の
四
十
一
年
ま
で
、
経
済
史
、
国
史
等
を
断
続
し
て
担
当
し
た
。
三
十
三
年
東
京
帝
国
大
学
文
科
大
学
諧
師
と
な
る
。
―
―
―
十
五
年
外
遊
、
帰
国
後
三
十
九
年
京
都
帝
国
大
学
文
科
大
学
教
授
と
な
り
、
史
学
科
開
設
に
尽
力
し
た
。
以
後
日
本
史
学
の
開
拓
者
と
し
て
、
と
り
わ
け
日
本
経
済
史
・
日
本
文
化
史
の
研
究
に
多
大
な
業
績
を
残
し
た
。
大
正
八
年
没
。
著
書
『
日
本
近
世
史
』
『
日
本
経
済
史
の
研
究
』
他
多
数
。
『内
田
銀
蔵
辿
稿
全
集
』
五
巻
が
あ
る
。
『
易
稚
象
系
譜
』
写
本
『
存
華
挫
秋
論
』
写
本
内
田
銀
蔵
(
-
全
丁
一
癸
）
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俳
人
。
享
保
七
年
大
阪
に
生
れ
る
。
安
井
氏
。
名
は
政
胤
。
幼
名
利
助
、
隠
居
後
は
宗
二
。
通
称
大
和
屋
善
右
衛
門
。
芥
室
、
旧
国
、
大
伴
大
江
丸
、
大
江
隣
な
ど
と
号
し
た
。
家
は
飛
脚
問
屋
を
業
と
す
。
二
十
九
歳
で
家
督
を
継
ぎ
、
晩
年
に
は
七
か
所
の
出
店
を
も
つ
、
同
業
中
三
都
随
一
の
大
店
に
育
て
た
。
俳
諧
は
二
十
歳
で
旧
室
に
入
門
、
の
ち
良
能
に
つ
く
。
明
和
三
年
蓼
太
の
門
に
帰
し
、
以
後
、
蕪
村
、
剥
更
、
暁
台
、
几
蛮
、
成
美
ら
と
交
わ
り
、
蕉
風
復
興
の
渦
中
に
多
彩
な
作
風
を
展
開
し
た
。
古
稀
の
年
に
家
職
を
離
れ
、
独
自
の
軽
妙
洒
脱
の
風
を
強
め
た
。
六
十
年
に
わ
た
る
俳
歴
、
広
い
交
友
、
闊
達
な
人
柄
、
富
力
等
相
侯
っ
て
、
天
明
・
寛
政
の
俳
培
に
重
き
を
な
し
た
。
家
集
『
俳
懺
悔
』
『
俳
諧
袋
』
、
紀
行
『
あ
が
た
の
三
月
よ
つ
き
』
等
が
あ
る
。
文
化
二
年
没
。
『
あ
が
た
の
三
月
よ
つ
き
』
大
江
丸
自
箪
-241-

「
川
氏
蔵
書
之
記
」
実
業
家
。
嘉
永
四
年
江
戸
に
生
れ
る
。
筒
堂
と
号
す
。
明
治
初
年
杉
亨
二
に
統
計
学
を
学
び
、
大
隈
重
信
の
新
設
し
た
統
計
院
に
入
る
。
小
野
梓
と
親
交
あ
り
、
高
田
早
苗
を
小
野
に
紹
介
、
こ
れ
が
機
縁
と
な
っ
て
、
明
治
十
五
年
小
野
を
中
心
に
大
隈
の
支
援
団
体
「
鵜
渡
会
」
が
結
成
さ
れ
た
。
小
野
と
共
に
東
京
専
門
学
校
創
立
に
尽
力
、
幹
事
と
し
て
学
苑
の
経
営
に
当
っ
た
。
専
門
学
校
開
校
と
同
時
に
図
書
室
も
開
設
し
た
が
、
小
川
は
そ
の
充
実
を
図
っ
て
多
数
の
蔵
告
を
寄
託
（
没
後
寄
贈
）
、
市
島
春
城
、
坪
内
逍
蓬
と
共
に
本
館
草
創
期
の
蔵
書
構
築
に
貢
献
し
た
。
後
年
安
田
銀
行
に
入
り
、
安
田
善
次
郎
の
知
遇
を
得
て
関
西
の
実
業
界
で
活
躍
、
百
三
十
銀
行
・
阪
神
電
鉄
・
神
戸
電
鉄
各
取
締
役
、
京
都
銀
行
監
査
役
等
を
歴
任
し
た
。
古
美
術
の
造
詣
深
く
、
古
写
経
の
蒐
集
を
も
っ
て
知
ら
れ
た
。
大
正
十
五
年
没
。
『文
芸
類
頷
』
明
治
十
一
年
刊
小
川
為
次
郎
（
一
盆
一
ー
一九
――(）
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「厳雄
」
「
湯
篠
園
印
」
鬱
「
厳
雄
私
印
」
歌
人
、
御
歌
所
参
候
。
天
保
七
年
生
れ
。
通
称
雄
之
進
。
文
久
三
年
平
田
鋏
胤
に
入
門
。
長
く
宮
内
省
掌
典
の
職
に
あ
り
、
明
治
三
十
年
二
月
御
歌
所
参
候
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
書
を
小
出
祭
に
学
び
、
画
も
文
人
画
を
よ
く
し
た
。
老
齢
を
も
っ
て
職
を
辞
し
た
後
、
大
和
丹
波
市
町
に
隠
退
、
天
理
教
の
祭
式
指
母
に
当
り
、
天
理
中
学
校
に
教
鞭
を
と
っ
た
。
大
正
十
三
年
没
。
『
標
有
梅
』
荻
原
厳
雄
写
荻
原
厳
雄
(
K-―-六
|
＿
去
一四）
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丁
叶
州
□
幕
臣
。
明
治
初
期
の
新
聞
人
。
文
政
五
年
幕
府
医
官
喜
多
村
椀
園
の
三
男
と
し
て
江
戸
神
田
猿
楽
町
に
生
れ
る
。
名
は
蜆
、
字
は
化
鵬
。
鋤
雲
、
飽
庵
と
号
す
。
昌
乎
災
に
学
ん
だ
の
ち
奥
詰
医
師
栗
本
家
を
嗣
ぐ
が
、
安
政
五
年
上
司
の
忌
諦
に
触
れ
、
函
館
奉
行
所
に
左
遷
。
文
久
三
年
江
戸
に
召
還
さ
れ
、
以
後
、
監
察
、
軍
艦
奉
行
、
外
国
奉
行
と
し
て
親
仏
外
交
の
第
一
線
に
立
っ
た
。
腹
応
――
一年
。ハ
リ
万
博
日
本
代
表
と
し
て
渡
仏
中
に
明
治
維
新
と
な
り
、
帰
朝
後
は
仕
官
せ
ず
旧
幕
造
臣
を
も
っ
て
任
じ
た
。
明
治
五
年
『
横
浜
毎
日
新
聞
』
に
入
る
。
七
年
『
郵
便
報
知
新
聞
』
の
主
筆
と
な
り
、
「
朝
野
」
の
成
島
柳
北
、
「
東
京
日
日
」
の
福
地
桜
痴
と
共
に
旧
幕
出
身
の
言
論
人
と
し
て
活
躍
し
た
。
明
治
三
十
年
没
。
著
書
は
『
鉛
筆
紀
聞
』
『
暁
窓
追
録
』
等
。
『
飽
庵
遺
稿
』
に
ま
と
め
ら
れ
た
。
『
横
浜
半
年
記
事
』
栗
本
鋤
雲
自
筆
栗
本
鋤
雲
(K-―-
|
―
怠
）
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「子恭
氏
」
置
昌
「字子
恭
」
「
河
本
厳
」
「
備
前
河
本
氏
蔵
書
記
」
疇
國
琶
匡
鼠
言
彎
[」
備
前
岡
山
の
豪
商
河
本
家
六
代
目
。
寛
延
二
年
五
代
目
一
阿
の
長
男
に
生
れ
る
。
名
は
懺
、
字
は
子
恭
ま
た
は
望
之
、
通
称
又
七
郎
、
立
軒
と
号
し
た
。
河
本
家
は
四
代
巣
居
以
来
岡
山
城
下
町
の
総
年
寄
を
つ
と
め
る
名
家
。
書
画
骨
董
の
名
品
、
珍
本
奇
籍
を
多
数
所
有
す
る
道
具
長
者
と
し
て
も
世
に
知
ら
れ
た
。
そ
の
庫
を
「
経
誼
堂
」
と
い
っ
た
が
、
父
一
阿
が
、
庶
民
の
た
め
の
図
書
館
と
成
人
教
育
の
場
を
兼
ね
た
教
場
と
し
て
経
誼
堂
を
公
開
す
る
こ
と
を
願
い
出
、
立
軒
の
代
に
な
っ
て
許
さ
れ
た
。
立
軒
は
自
ら
諧
堂
で
書
を
諧
じ
、
三
万
二
千
冊
を
数
え
た
と
い
う
蔵
書
の
一
般
閲
貌
に
も
積
極
的
に
応
じ
、
子
弟
教
育
に
つ
と
め
た
。
文
化
六
年
没。
経
誼
堂
の
図
書
は
昭
和
の
初
年
ま
で
一
部
が
伝
存
し
た
が
、
そ
の
後
散
逸
し
た
。
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
の
国
宝
『
餓
鬼
草
紙
』
も
そ
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
晟
麟
撃
捩
余
遊
』
宝
暦
十
年
刊
河
本
立
軒
（一七究ー一
A
0九
）
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河盲句
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号臼戸
琴r~,
政
治
家
。
嘉
永
五
年
江
戸
幕
府
御
家
人
鈴
木
智
英
の
三
男
と
し
て
江
戸
に
生
れ
る
。
幼
名
鐘
三
郎
。
沼
津
兵
学
校
、
大
学
南
校
等
に
学
ぶ
。
『
横
浜
毎
日
新
聞
』
に
入
り
、
社
員
総
代
島
田
豊
寛
の
養
子
と
な
る
。
明
治
十
三
年
文
部
権
書
記
官
に
抜
擢
さ
れ
た
が
、
翌
十
四
年
の
政
変
に
よ
り
下
野
。
立
憲
改
進
党
創
立
に
参
加
。
ニ
十
三
年
初
の
総
選
挙
で
衆
議
院
談
員
に
当
選
、
以
後
生
涯
改
進
党
系
の
領
袖
と
し
て
政
界
に
あ
っ
た
が
、
足
尾
銅
山
鉱
毒
問
題
、
廃
娼
運
動
等
、
多
く
は
独
自
の
活
動
を
続
け
た
。
あ
ら
ゆ
る
社
会
問
題
の
論
客
で
あ
り
、
稀
代
の
雄
弁
家
と
し
て
知
ら
れ
た
。
星
亨
弾
劾
、
ジ
ー
メ
ン
ス
事
件
弾
劾
等
、
国
政
を
揺
が
し
た
名
演
説
と
し
て
名
高
い
。
大
正
十
二
年
没
。
『
島
田
三
郎
全
集
』
五
巻
が
あ
る
。
本
館
に
は
生
前
か
ら
そ
の
蔵
書
が
寄
贈
さ
れ
て
い
る
が
、
没
後
息
孝
一
氏
（
元
早
稲
田
大
学
総
長
）
よ
り
旧
蔵
書
約
一
二
千
冊
が
収
め
ら
れ
た
。
品
訊
書
経
集
註
』
寛
政
一―一年
跛
刊
島
田
三
郎
(
-
合
一ー一九―――
―-）
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最
後
の
琉
球
王
尚
泰
の
二
男
、
宜
野
湾
（
王
子）
朝
広
。
慶
応
ウ
ド
ウ
ソ
二
年
生
れ
。
明
治
八
年
宜
野
湾
間
切
を
領
し
、
宜
野
湾
御
殿
を
創
立
。
十
二
年
十
四
歳
で
廃
藩
匠
県
に
あ
い
、
父
に
従
っ
て
上
京
。
二
十
九
年
沖
縄
の
旧
支
配
階
級
に
属
す
る
七
人
の
有
志
と
共
に
、
政
治
結
社
「
公
同
会
」
を
結
成
、
尚
家
を
沖
縄
の
世
製
の
知
事
と
す
る
特
別
制
度
を
要
求
し
、
い
わ
ゆ
る
「
公
同
会
運
動
」
を
進
め
た
が
、
時
代
錯
誤
の
復
藩
論
と
し
て
県
内
外
の
反
対
に
あ
い
自
然
瓦
解
し
た
。
二
十
九
年
六
月
華
族
に
列
せ
ら
れ
男
爵
を
授
け
ら
れ
た
。
漢
籍
に
通
じ
、
音
楽
を
能
く
し
、
書
も
堪
能
な
王
子
と
し
て
知
ら
れ
た
。
明
治
三
十
八
年
没
。
『
年
中
故
事
要
言
』
享
保
三
年
刊
（
後
刷
）
尚
寅
(
-
羹
ー一
九〇五）
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高
村
光
雲
（
一
合
一
—
一
九
＿
―
-
g）
彫
刻
家
。
嘉
永
五
年
江
戸
下
谷
に
生
れ
る
。
旧
姓
中
島
、
幼
名
光
蔵
、
通
称
幸
吉
。
文
久
一
二
年
十
二
歳
で
仏
師
高
村
東
雲
の
門
に
入
る
。
明
治
七
年
師
よ
り
高
雲
の
号
を
与
え
ら
れ
、
東
雲
の
姉
の
旋
子
と
な
り
高
村
姓
を
嗣
い
だ
。
十
年
第
一
回
内
国
勧
業
博
覧
会
に
「
白
衣
観
音
」
を
出
品
、
最
高
賞
の
竜
紋
賞
を
受
賞
。
当
時
、
象
牙
彫
が
隆
盛
と
な
り
木
彫
が
衰
微
す
る
な
か
で
、
西
洋
画
の
写
実
を
と
り
入
れ
た
新
し
い
作
風
を
ひ
ら
き
、
近
代
木
彫
の
展
開
に
大
き
な
足
跡
を
残
し
た
。
二
十
＿
―
-
年
帝
室
技
芸
員
、
東
京
美
術
学
校
教
授
。
四
十
年
文
展
開
設
後
は
審
査
員
を
歴
任
、
大
正
八
年
帝
国
美
術
院
会
員
。
昭
和
九
年
没
。
『
花
鳥
画
譜
』
明
和
二
年
刊
『
古
今
画
藪
後
八
種
』
明
和
八
年
刊
-255-
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「書博
士
末
徒
」
小
説
家
、
評
論
家
。
文
久
一
一
年
砂
糖
問
屋
星
野
清
左
衛
門
の
二
男
と
し
て
江
戸
日
本
橋
に
生
れ
る
。
幼
名
新
之
助
の
ち
似
之
輔
。
天
地
、
天
地
坊
、
天
為
居
士
、
破
蓮
坊
等
と
号
す
。
明
治
十
九
年
駒
場
の
農
科
大
学
に
入
学
、
在
学
中
に
受
洗
。
明
治
女
学
校
に
迎
え
ら
れ
、
教
頭
巌
本
善
治
の
要
請
に
よ
り
、
女
学
校
と
女
学
雑
誌
社
の
経
営
に
尽
力
し
た
。
卒
業
後
女
学
雑
誌
社
か
ら
『
女
学
生
』
を
創
刊
、
主
箪
と
な
る
。
北
村
透
谷
、
島
崎
藤
村
ら
と
識
り
、
ニ
十
六
年
共
に
『
文
学
界
』
を
創
刊
、
編
集
人
と
し
て
そ
の
経
営
面
を
支
え
た
。
―
―
―
十
一
年
『
文
学
界
』
廃
刊
後
は
次
第
に
文
筆
活
動
か
ら
離
れ
、
晩
年
は
書
道
研
究
に
没
頭
し
た
。
作
品
集
『
山
菅』
、
自
伝
『
黙
歩
七
十
年
』
、
『
草
書
研
究
法
』
等
が
あ
る
。
昭
和
二
十
五
年
没
。『
書
法
抜
莱
』
星
野
天
知
自
箪
星
野
天
知
（一会―
-
|
l
九
写
O
)
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「
松
平
蔵
書
」
『
論
語
古
解
』
写
本
漢
学
者
。
文
久
三
年
幕
臣
大
久
保
忠
恕
（
当
時
長
崎
奉
行
）
の
末
子
と
し
て
長
崎
に
生
れ
、
の
ち
旗
本
松
平
家
を
継
い
だ
。
字
は
子
寛
。
天
行
、
破
天
荒
斎
等
と
号
す
。
堤
静
斎
、
三
島
中
洲
に
学
ぷ
。
東
京
大
学
予
備
門
を
卒
え
、
ミ
シ
ガ
ソ
大
学
で
法
律
・
政
治
を
学
ぶ
。
帰
国
後
『
読
売
新
聞
』
に
入
り
主
筆
と
な
る
。
二
十
四
年
東
京
専
門
学
校
に
招
か
れ
史
学
と
漢
学
を
担
当
、
以
後
昭
和
十
八
年
ま
で
五
十
年
の
長
き
に
わ
た
っ
て
早
稲
田
の
教
壇
に
立
っ
た
。
こ
の
間
、
明
治
三
十
六
年
衷
世
凱
に
聘
せ
ら
れ
清
国
直
隷
省
編
訳
所
主
事
と
な
り
、
三
十
九
年
に
は
湖
広
総
瞥
張
之
洞
の
政
治
顧
問
と
な
っ
た
。
経
史
に
精
し
く
詩
文
を
よ
く
し
、
東
洋
文
化
研
究
所
、
無
窮
会
等
で
後
進
を
指
導
し
た
。
著
書
に
『
韓
非
子
国
字
解
』
『
天
行
文
紗
』
『
天
行
詩
紗
』
等
が
あ
る
。
昭
和
二
十
年
没
。
最
初
の
清
国
出
張
の
際
、
約
二
千
冊
の
蔵
書
が
本
館
に
寄
託
さ
れ
、
四
十
一
年
に
寄
贈
さ
れ
た
。
ま
た
、
清
国
滞
在
中
に
入
手
し
た
山
東
省
泰
山
の
「
金
剛
般
若
経
」
の
碑
文
の
拓
本
を
市
島
春
城
（
当
時
図
書
館
長
）
に
贈
っ
た
が
、
こ
の
中
か
ら
「
名
著
大
作
」
の
四
字
が
選
ば
れ
、
当
時
の
図
書
館
書
庫
入
口
に
掲
げ
ら
れ
た
。
の
ち
額
を
新
た
に
し
、
現
在
第
一
閲
覧
室
入
口
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る。 松
平
康
国
(
-
〈
奎—
一
九
翌
）
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数
学
者
。
嘉
永
四
年
甲
斐
藩
士
の
子
に
生
れ
る
。
元
治
元
年
開
成
所
に
入
り
、
数
学
を
神
田
孝
平
に
学
び
、
の
ち
郎
成
所
の
教
員
と
な
っ
た
。
英
語
、
ド
イ
ツ
語
、
オ
ラ
ソ
ダ
語
を
能
く
し
、
明
治
二
年
大
学
南
校
の
少
助
教
と
な
り
、
翌
年
中
助
教
、
大
助
教
へ
と
進
ん
だ
。
五
年
南
校
専
門
学
課
司
、
編
輯
司
、
学
務
課
翻
訳
局
、
教
科
編
鎮
郎
に
勤
め
、
七
年
よ
り
報
告
課
御
雇
、
外
国
語
学
校
御
屑
と
な
っ
た
が
、
十
年
役
職
を
辞
し
た
。
同
年
、
数
学
の
研
究
と
普
及
を
目
的
と
し
て
神
田
孝
平
ら
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
「
東
京
数
学
会
社
」
に
参
加
、
の
ち
私
立
学
校
泰
西
数
理
学
館
を
開
設
、
数
学
教
育
に
尽
く
し
た
。
著
書
に
『
小
学
数
学
書
』
『
代
数
学
』
『
代
数
幾
何
学
』
が
あ
る
。
昭
和
十
一
年
没
。
『
脱
影
奇
観
』
同
治
十
一
年
刊
山
本
信
実
（
一
会
一ー一ム
―
―
〈)
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横
山
有
策
(
K
A-＝_
―
九
元
）
英
文
学
者
。
明
治
十
五
年
岡
山
県
に
生
れ
る
。
三
十
八
年
早
稲
田
大
学
文
学
部
英
文
科
を
卒
業
。
翌
三
十
九
年
春
か
ら
四
十
四
年
二
月
ま
で
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
に
学
び
、
英
文
学
史
、
演
閥
学
、
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
を
研
究
。
帰
国
後
早
稲
田
中
学
で
英
語
を
担
当
、
大
正
五
年
、
前
年
坪
内
逍
遥
が
退
い
た
後
を
う
け
、
文
学
部
講
師
と
し
て
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
を
講
じ
た
。
七
年
教
授
と
な
り
、
以
後
昭
和
四
年
に
亡
く
な
る
ま
で
英
文
科
主
任
を
つ
と
め
た
。
著
書
に
『
英
文
学
史
要
』
『
文
学
概
論
』
、
翻
訳
に
『
シ
ェ
リ
ー
の
詩
論
と
詩
の
擁
護
』
『
沙
翁
傑
作
集
』
中
の
「
ハ
ム
レ
ッ
ト
」
他
五
編
な
ど
が
あ
る
。
没
後
、
造
蔵
書
約
千
六
百
冊
が
本
館
に
収
め
ら
れ
た
。
『
ま
さ
な
草
』
元
禄
三
年
刊
（
後
刷）
-263-

